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告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.s

aitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
元
気
塾 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

清
水 

壽
郎 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
大
場
三
百
八
十
一
番
地
三 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 
 

 
 

（
変
更
前
）
こ
の
法
人
は
、
市
民
、
市
民
団
体
等
に
対
し
、
バ
ス
旅
行
、
歴
史
探
訪
、
ス 

ポ
ー
ツ
、
音
楽
会
、
三
世
代
交
流
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
伝
統
産
業
育
成
な
ど
の
事
業 

を
行
い
、
人
々
の
無
縁
化
、
孤
立
化
を
排
除
し
、
地
域
が
お
互
い
に
さ
さ
え
あ
い
な
が
ら
健 

康
で
安
心
、
安
全
な
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
明
る
い
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 

 
 

（
変
更
後
）
こ
の
法
人
は
、
市
民
、
市
民
団
体
等
に
対
し
、
バ
ス
旅
行
、
歴
史
探
訪
、
ス 

ポ
ー
ツ
、
音
楽
会
、
三
世
代
交
流
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
医
療
環
境
の
健
全
化
、
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
伝
統
産
業
育
成
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
人
々
の
無
縁
化
、
孤
立
化
を
排
除 

し
、
地
域
が
お
互
い
に
さ
さ
え
あ
い
な
が
ら
健
康
で
安
心
、
安
全
な
、
生
き
甲
斐
の
あ
る
明 

る
い
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
一
号



告 
 

示 
  

平
成
二
十
三
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
お
け
る
政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
受
付
及
び
処
理
の

状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

 
 

政
府
調
達
に
係
る
苦
情
の
受
付
件
数 

な
し 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
二
号



告 
 

示 

  
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
定

款
の
変
更
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
か
ら
、
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提

出
さ
れ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
変
更
後
の
定
款
並
び
に
当
該
定
款
の
変
更
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度

及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
申
請
の
あ
っ
た
日
か
ら
二
月
間
、
県
民
生

活
部
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法

（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（http://www.saitamaken-npo.net/

）
）
に
よ
り
縦

覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ 

三 

代
表
者
の
氏
名 

水 

野 

綾 

子 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
緑
区
東
浦
和
六
丁
目
十
六
番
三
号 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
な
か
で
、
障
が
い
児
・
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
を
豊
か
で
、
充
実
し

た
も
の
と
し
、
広
く
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
三
号



告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
当
該
汚
染
に
よ
る
人
の
健
康
に
係
る
被
害
を
防
止
す

る
た
め
当
該
汚
染
の
除
去
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
な
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

要
措
置
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
戸
田
市
大
字
下
笹
目
字
谷
口
百
十
六
番
三
の
一
部
、
百
十
六
番
十 

 

一
の
一
部
、
百
十
六
番
十
二
、
百
十
六
番
十
三
の
一
部
、
百
十
六
番
二
十
五
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン 

三 

講
ず
べ
き
指
示
措
置 

 
 

地
下
水
の
水
質
の
測
定 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
四
号





告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
戸
田
市
大
字
下
笹
目
字
谷
口
百
十
六
番
三
の
一
部
、
百
十
六
番
十 

 

一
の
一
部
、
百
十
六
番
十
二
の
一
部
、
百
十
六
番
十
三
の
一
部
、
百
十
六
番
二
十
五
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

ふ
っ
素
及
び
そ
の
化
合
物 

  

埼
玉
県
告
示
第
三
十
五
号





告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届

出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
指
定
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
飯
能
市
大
字
新
光
二
十
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
六
号



 

Ａ 

1 

Ｄ 

3 

2 

Ｅ Ｃ Ｂ 
起点 

 

別図 

起 点 

起点は、飯能市大字双柳字丙新田 1502番 2の北

端（＝敷地の北端）より、メッシュと平行に西方

向に 450メートル、南方向に 30メートル（直線

距離で 451メートル）の位置とする。 

敷地全体図 

敷地の北端 

30ｍ 

起点 

改変区域拡大図 

敷地境界線 

450ｍ

ｍｍ 

格子の回転角 75° 

起点を通り東西方向及び南東方向に引いた線並

びにこれらと平行して 10ｍ間隔で引いた線によ

り構成される格子を、起点を支点に右方向に回

転させた角度を示す。 

凡 例 

  ：30ｍ格子 

  ：10ｍ区画 

  ：改変区域 

：鉛（土壌含有量）基準超過区画 

 

20-1 

20-1 

20-3 

20-2 1502-2 

1502-1 



告 
 

示 

  
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
三
十
二
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
全

部
解
除
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 
 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
大
字
上
富
千
百
七
十
五
番
一
の
一
部
、
千
二
百
三 

 

番
二
の
一
部
） 

二 

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 

埼
玉
県
告
示
第
三
十
七
号



 



告 
 

示 

 
 

 
新
座
市
か
ら
新
座
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生
課
に
お

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

       

埼
玉
県
告
示
第
三
十
八
号



告 
 

示 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、 

大
里
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 
名 

 
 

 

住 
 

 

所 

 

理
事 

長 

嶋 

正 

夫 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
石
原
九
百
三
十
九
番
地 

    

埼
玉
県
告
示
第
三
十
九
号



告 
 

示 

  
肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す

る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

    

埼
玉
県
第

五
〇
六
号 

埼
玉
県
第

四
四
五
号 

埼
玉
県
第

四
四
四
号 

登
録
番
号 

混
合
有
機

質
肥
料 

混
合
有
機

質
肥
料 

混
合
有
機

質
肥
料 

肥
料
の 

種  

類 

混
合
有
機

質

肥

料

５
・
５
・

２
号 

５
・
０
魚

か
す
混
合

肥
料 

６
・
０
魚

か
す
混
合

肥
料 

肥
料
の 

名  

称 
窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

五
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

 

五
・
〇 

加
里
全
量 

 
 

 
 

 

二
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

五
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

 

五
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量

は
、
公
定
規
格
の
と

お
り 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 
六
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

 

四
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量

は
、
公
定
規
格
の
と

お
り 

保
証
成
分
量
（
％
） 

そ
の
他
の
規
格 

平
成
二
十
六

年
十
二
月
十

二
日 

平
成
二
十
六

年
十
一
月
十

一
日 

平
成
二
十
六

年
十
一
月
十

一
日 

登 

録 

の 

有
効
期
限 

千
成
産
業
株
式
会
社 

埼
玉
県
日
高
市
原
宿

七
百
五
十
三
番
地
一 

大
東
肥
料
株
式
会
社 

東
京
都
江
東
区
亀
戸

六
丁
目
四
十
九
番
十

二
号 

大
東
肥
料
株
式
会
社 

東
京
都
江
東
区
亀
戸

六
丁
目
四
十
九
番
十

二
号 

生
産
業
者
の
氏
名 

又
は
名
称
及
び
住
所 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
号



      
埼
玉
県
第

六
六
三
号 

 

埼
玉
県
第

六
二
五
号 

 

埼
玉
県
第

六
〇
一
号 

 

配
合
肥
料 

乾
燥
菌
体

肥
料 

乾
燥
菌
体

肥
料 

 

１
―
２
０

ゆ
う
き
く

ん 乾
燥
菌
体

肥
料
７
６

号 乾
燥
菌
体

肥
料
４
２

号 

 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

一
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

二
〇
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量
及

び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
、
公
定
規
格
の

と
お
り 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

七
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

 

六
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量
及

び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
、
公
定
規
格
の

と
お
り 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

四
・
〇 

り
ん
酸
全
量 

 
 

 
 

 

二
・
〇 

含
有
を
許
さ
れ
る
有

害
成
分
の
最
大
量
及

び
そ
の
他
の
制
限
事

項
は
、
公
定
規
格
の

と
お
り 

害
成
分
の
最
大
量

は
、
公
定
規
格
の
と

お
り 

平
成
二
十
六

年
十
一
月
九

日 平
成
二
十
六

年
十
月
二
十

七
日 

平
成
二
十
六

年
十
月
十
七

日 

 

大
東
肥
料
株
式
会
社 

東
京
都
江
東
区
亀
戸

六
丁
目
四
十
九
番
十

二
号 

朝
日
工
業
株
式
会
社 

東
京
都
豊
島
区
東
池

袋
三
丁
目
一
番
一
号 

朝
日
工
業
株
式
会
社 

東
京
都
豊
島
区
東
池

袋
三
丁
目
一
番
一
号 

 



告 
 

示 

  
肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
肥
料
の

登
録
が
失
効
し
た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

  

埼
玉
県
第

五
九
六
号 

登
録
番
号 

豆
腐
か
す
乾

燥
肥
料 

肥
料
の
種
類 

豆
腐
か
す
乾
燥
肥

料
４
号 

肥
料
の
名
称 

窒
素
全
量 

 
 

 
 

 

四
・
〇 

 
保
証
成
分
量
（
％
） 

そ
の
他
の
規
格 

朝
日
工
業
株
式
会
社 

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋

三
丁
目
一
番
一
号 

生
産
業
者
の
氏
名
又
は

名

称

及

び

住

所 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
一
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
比
企
郡
吉
見
町
長
新
井
保
美
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

比
企
郡
吉
見
町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
三
級
公
共
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

比
企
郡
吉
見
町
大
字
田
甲
地
内
外 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
二
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
幸
手
市
長
渡
辺
邦
夫
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨

の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

幸
手
市 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

幸
手
市
内
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
十
六
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
十
三
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
秩
父
郡
長

町
長
大
澤
芳
夫
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施

す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

秩
父
郡
長

町 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
空
中
写
真
撮
影
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

秩
父
郡
長

町
全
域 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
ま
で 

      

埼
玉
県
告
示
第
四
十
四
号



告 
 

示 

 
 

 
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
埼
玉
県
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
田
島
雄
治
か
ら
次
の
と
お

り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十

八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

測
量
計
画
機
関 

 
 

埼
玉
県
本
庄
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー 

二 

作
業
種
類 

 
 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量 

土
地
改
良
事
業(

ほ
場
整
備
）
上
里
西
部
地
区
） 

三 

作
業
地
域 

 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
五
明
ほ
か
地
内 

四 

作
業
期
間 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
五
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
十
一
号
で
公
示
し
た
基
本
測
量
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
伴
う
高
精
度
三
次
元
測
量
）
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
終
了
し
た
旨
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
長
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第

十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
六
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
九
十
九
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
羽
生
水
郷
公
園
計

画
図
作
成
）
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
四
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
埼
玉
県
行

田
県
土
整
備
事
務
所
長
吉
田
学
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百

八
十
八
号
）第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
七
号



告 
 

示 

 
 

 
平
成
二
十
三
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
七
号
で
公
示
し
た
公
共
測
量
（
新
座
市
都
市
計
画
基

本
図
作
成
）
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
終
了
し
た
旨
測
量
計
画
機
関
の
長
で
あ
る
新
座

市
長
須
田
健
治
か
ら
通
知
を
受
け
た
の
で
、
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第

三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
八
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

 

東
松
山
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

 
 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

東
松
山
都
市
計
画
区
域
の
区
域 

  

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
、
東
松
山
市
都
市 

 
 

整
備
部
都
市
計
画
課
、
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
滑
川
町
建
設
課
、
嵐
山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備 

 
 

課 

  

四 

縦
覧
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
四
十
九
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

 

東
松
山
都
市
計
画
区
域
区
分 

 
 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

東
松
山
市
大
字
葛
袋
字
山
崎
の
全
部
、
字
山
根
甲
、
字
山
根
乙
、
字
鷹
巣
、
字
丸
山
、 

 
 

字
入
山
、
字
上
谷
及
び
字
中
前
谷
の
各
一
部
、
大
字
下
唐
子
字
坂
東
の
一
部
及
び
比
企
郡 

 
 

吉
見
町
大
字
西
吉
見
の
一
部
、
大
字
南
吉
見
字
永
腐
裏
の
全
部 

  

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
、
東
松
山
市
都
市 

 
 

整
備
部
都
市
計
画
課
、
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
滑
川
町
建
設
課
、
嵐
山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備 

 
 

課 

  

四 

縦
覧
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
ま
で 

 

埼
玉
県
告
示
第
五
十
号



告 
 

示 

  
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 
 

 

東
松
山
都
市
計
画
用
途
地
域 

 
 

 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

東
松
山
市
大
字
葛
袋
字
山
崎
の
全
部
、
字
山
根
甲
、
字
山
根
乙
、
字
鷹
巣
、
字
丸
山
、 

 
 

字
入
山
、
字
上
谷
及
び
字
中
前
谷
の
各
一
部
、
大
字
下
唐
子
字
坂
東
の
一
部
及
び
比
企
郡 

 
 

吉
見
町
大
字
西
吉
見
の
一
部
、
大
字
南
吉
見
字
永
腐
裏
の
全
部 

  

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 
 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
東
松
山
県
土
整
備
事
務
所
、
東
松
山
市
都
市 

 
 

整
備
部
都
市
計
画
課
、
吉
見
町
ま
ち
整
備
課
、
滑
川
町
建
設
課
、
嵐
山
町
ま
ち
づ
く
り
整
備 

 
 

課 

  

四 

縦
覧
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
七
日
ま
で 

埼
玉
県
告
示
第
五
十
一
号



告 
 

示 

 
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日
付
け
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
十
九
号
で
告
示
し
た
狭
山
都

市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
、
区
域
区
分
、
用
途
地
域
に
関
す
る
公

聴
会
に
つ
い
て
は
、
公
述
申
出
書
の
提
出
が
な
か
っ
た
の
で
、
埼
玉
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則
（
昭

和
四
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
開
催
を
中
止
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
五
十
二
号



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
一
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
５
工
区
（
１
）
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
鳩
ヶ
丘
一
丁
目
二
十
七
番
一
号 

向 

井 

孝 

始 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
鳩
ヶ
丘
一
丁
目
千
四
百
四
十
三
番
二
百
七
十
二 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
二
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
６
工
区
（
１
）・（
３
）、
第
７
工
区
（
３
）・（
４
）
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ヶ
丘
一
丁
目
十
三
番
二
号 

酒 

井 

雄 

作 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
酒 

井 

陽 

子 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ヶ
丘
一
丁
目
千
四
百
八
十
六
番
五
百
二
十
二 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
６
次
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
楓
ヶ
丘
三
丁
目
二
十
三
番
六 

木 
 

村 
 

仁 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
楓
ヶ
丘
三
丁
目
六
百
六
十
四
番
四
百
四
十
二 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
四
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

坂
戸
市
北
坂
戸
団
地
第
三
住
宅
地
区
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
末
広
町
千
三
百
四
十
七
ノ
一 
持 

木 

貞 

子 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
坂
戸
市
末
広
町
十
三
ノ
百
八 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
五
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
２
次
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
楓
ヶ
丘
四
丁
目
二
十
番
十
三
号 

齋 

藤 

輝 

夫 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
楓
ヶ
丘
四
丁
目
八
百
六
十
七
番
二
百
九 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
六
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
６
工
区
（
１
）・（
３
）、
第
７
工
区
（
３
）・（
４
）
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ヶ
丘
一
丁
目
八
番
六
号 

岡 

野 

紀 

子 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
松
ヶ
丘
一
丁
目
千
四
百
八
十
六
番
四
百
四
十
一 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
七
号 

 

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

意
思
の
表
示
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

 

一 

建
築
協
定
の
名
称 

 
 

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
第
25
次
建
築
協
定 

二 

建
築
協
定
へ
の
加
入
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

及
び
名
称
並
び
に
代
表
者
の
氏
名
） 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
鳩
ヶ
丘
一
丁
目
十
五
番
一
号 

尾 

山 

謙 

仁 

三 

建
築
協
定
へ
の
加
入
に
係
る
土
地
の
区
域 

埼
玉
県
比
企
郡
鳩
山
町
鳩
ヶ
丘
一
丁
目
千
四
百
四
十
三
番
五
百
二 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
八
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

福 

島 

克 

季 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日 

 
 

指
令
川
建
セ
第
二
三
〇
〇
七
五
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
一
日 

 
 

川
建
セ
第
二
三
〇
〇
八
七
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
下
伊
草
字
本
村
一
三
三
番
一
八
、
一
三
三
番
一
九
、
一
三
三
番 

 
 

二
〇
、
一
三
三
番
二
一
、
一
三
三
番
二
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
九
八
五
番
地
一 

 
 

株
式
会
社 

ケ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム 

代
表
取
締
役 

伊
藤 

勝
昭 

 
 

          



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
三
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
三
年
九
月
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
三
〇
〇
二
二
〇
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
六
日 

 
 

越
建
セ
第
三
六
八
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
大
字
須
賀
字
宮
前
九
百
八
十
五
番
七
、
三
十
九
、
四
十 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市
宮
本
町
五
丁
目
二
百
三
十
一
番
地 

グ
レ
ー
ス
Ｔ
Ｍ
一
〇
三
号 

 
 

安
田 

瑞
之 



告 
 

示 

 
埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
千
四
号 

 

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

橘 
 

 

裕 

子 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
六
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
三
〇
〇
一
一
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
四
年
一
月
十
日 

 
 

越
建
セ
第
三
六
五
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
佐
左
ヱ
門
千
二
百
四
十
五
番
二 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
北

飾
郡
杉
戸
町
大
字
佐
左
ヱ
門
千
二
百
四
十
五
番
地 

 
 

金
久
保 

直
也 


